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一緒に未利用資源を活用したキノコ栽培で地域資源循環を創りませんか？

ポット栽培試験

土壌300g
2週間後

人工気象室で
１か月栽培
（25℃）

1カ月栽培後
1.コマツナを収穫し、根と地上部に分け、それぞれ重量を測定
2.地上部のエルゴチオネイン濃度を液体クロマトグラフィーで測定

乾燥重量で6g

の廃菌床を土
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結果

本実験では、土耕栽培でヒラタケおよびタモギタケの廃
菌床を混ぜ、コマツナに対する肥料効果を調査した。

水耕栽培
本実験では、水耕栽培で培養液中にエルゴチオネインを添加す
ることで、植物体にエルゴチオネインが吸収されるか調査した
ハイポネックス(140µL)

エルゴチオネイン
(終濃度：2ppm)

蒸留水
140mL

発芽したコマツナをスポ
ンジに挟み固定

25℃で1週間栽培

処理区（N＝5）
コントロール区
エルゴチオネイン区

【分析方法】

蒸留水
20ｍL

100℃で1時間抽出×2回

蒸留水で50mL

にメスアップ
HPLC

重量を測定
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廃菌床を活用したコマツナ栽培における
植物体中のエルゴチオネイン分析
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エルゴチオネインを添加した水耕栽培
－コマツナ中のエルゴチオネイン濃度－

n=5

まとめ ヒラタケ及びタモギタケの廃菌床は化学肥料の代替資材として活用可能

ヒラタケ及びタモギタケ中に含まれるエルゴチオネインは廃菌床を資材として野菜栽培に活用
すると野菜へ吸収され、移行する可能性が示唆された。
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